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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　熊本銀行

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

弊行のグループ経営理念に基づく事業活動への取り組みを通じて、「地域経済発展への貢献」と「弊社グ
ループ企業価値の向上」の好循環サイクルを創出し、持続可能な地域社会の実現に貢献します

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

取引先・役職員等のステークホルダーとの対話を通じ、各種取組みの効果・課題を検証し、SDGsに関す
る重点的な取組みの実効性を高めます

環境 お取引先の環境・社会課題解決、脱炭素社会に向けた取り
組みを支援するため、FFGサステナブルファイナンスを
2020年度から2030年度までに2兆円実行することを
目指します。

FFGサステナブルファイナンス実⾏
累計額
2023年度末　6,737億円
2026年度末　1兆2,200億円

社会

経済

ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンを「サスティ

ナビリティ経営」の最優先課題の⼀つと捉え、トップリー

ダーの育成を視野に⼥性活躍推進をさらに推し進めてい
きます。

⼥性役職者（管理職および部下を持

つ役職者）の登⽤比率
2023年度末　26.7％
2026年度末　28.5％

社会

経済

環境
地域の金融リテラシー向上は地域金融機関としての大切
なミッションと考えることから、2030年度までに金融経
済教育受講者数10万人を目指します。

⾦融経済教育受講者数（2020年度か

らの累計）

2023年度末　8.2万人
2026年度末　9.0万人

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境

・地域の環境問題や社会課題の解決に資する投融
資の取組み
FFGのノウハウ、ネットワークを活用し、地域の環
境・社会課題解決、脱炭素社会に資するファイナ
ンスに取り組んだ。

TCFD提言に沿った
体制整備を弊行グ
ループ全体として進
め、グループのノウハ
ウ、外部専門家・外部
機関との幅広いネット
ワークを活用しなが
ら、地域の環境・社会
に配慮した投融資に
取組んでいきます

2024年3月末まで
のFFGサステナブル
ファイナンス累積実行
額6,737億円（うち、
環境ファイナンス
2,895億円）

社会

経済

環境

・豊かな地域社会の実現
地域の産業・雇用の維持・創出に向け、積極的に
支援した。

少子高齢化・後継者不
足による地方産業の
衰退を抑制するため、
事業の承継を積極的
に支援します
地域の中において多
様な働き方を率先し
て推進し、1人ひとり
が能力を最大限発揮
出来る機会を提供し
ます

事業承継、M&A、ビ
ジネスマッチング等に
関する相談、ニーズに
積極的に対応

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理
由等も記載してください。

環境

・地域経済の健全な成長に資する最適なソリュー
ションの提供
地域の事業者の生産性向上に資する取り組みを
実施し、地域経済の成長支援に取り組んだ。

地域の事業者と積極
的に対話を重ね、業界
動向や経営戦略、課題
やニーズ、将来ビジョ
ンなどについて深く
理解し、最適なソ
リューションを提供し
ていくことで、地域経
済の成長支援に取り
組みます

“事業パートナー”とし
て、事業者のゴール実
現に向け、FFGグルー
プの総合力を活用し
た本業支援を実施

社会

経済


